
２５１回例会　早春の御河辺神社社叢の植物観察

　　〈開催日時〉　２０１６年４月１０日（日）
　　〈集合場所〉　東近江市役所本庁舎前 １０：００
　　〈参加者〉　　森・中西 担当幹事以下 ２２名

　　　　　午前10時、本庁舎駐車場に集合し、今日のコースとスケジュールを森幹事から説明を受けて観察会がスタートしました。
　　　　　季節の足取りは急で、下見の時には咲いていた「キクザキイチゲ」や「イチリンソウ」が見られるか心配との話がありました。

市役所本調査前～若松神社本殿前 　若松神社の社叢林の林縁を観察した

クスノキの紅葉 ヤマモモの雄花 最近の外来種　イヌコモチナデシコ

ウバメガシの新葉 コバノガマズミ　花柄は６mm以下 サルトリイバラ　雄花

ツタウルシ ユズリハ ＊ カラスノエンドウ 托葉と花外蜜腺（黒）

コブシ　（実際に樹木は大木） ヒサカキ　雄花 ホウチャクソウ　群生、見どころは来週

ヒヨドリバナ アラカシの新芽 クヌギの木肌（不規則に深く割れる）

歩道側、常緑街路樹の落葉と新芽入れ替えが進んでいた。



コウヨウザン

若松神社～御河辺神社 田圃の畦、水路などで生育する植物、水田雑草も。

ゲンゲ　春の代表 ヤブカンゾウ　春の恵み、ぬたにして アマチャヅル　葉は鳥足状複葉

スズメノテッポウ スズメノヤリ ツボミオオバコ　花冠が蕾に見える。毛が多い

アメリカフウロ オオジシバリ ノボロギク

ヤサカフウロ ノミノフスマ

勧請吊り　　　集落毎にデザインが異なる、左が若松神社、右は広間



御河辺神社-境内と社叢林
有用樹　ケヤキの全景 左のケヤキに　マメヅタ 見上げると　ヤブサンザシ

シダレザクラ ウワミズザクラ　花柄に葉が有(イヌザクラは無) タブの紅葉（新芽）

＊ アオイスミレ ＊ タチツボスミレ ＊ コスミレ

＊ 落ち葉　ケヤキ・ムクノキ・エノキ ショカツサイ（オオアラセイトウ） トウゴクマムシグサ

キツネガヤ スズカアザミ ヤマネコノメソウ

神社内のスミレ



キクザキイチゲ 花弁も萼もない　ヒトリシズカ ヤマブキ

シャガ クサノオウ　茎を折ると白い液体 ハランの花

モチノキの雄花 シロダモの葉裏（灰白色） イタビカズラ

イヌガヤの上にカヤの葉　艶と手触りが違う クサイチゴ

　「＊」　森さよこ　撮影

　　　　　　　【感想】

常緑樹の落葉・広葉樹の若葉・満開の桜等、の
季節の変わり目の植物。林縁・社叢林の中・畑
や水田の畦の植生。勧請吊り等の伝統文化。
多様な観察会になり、楽しく有意義な時間を
いただきました。
参加者の皆様ありがとうございました。

村山和夫

心配していたが、頑張って残っていてくれた


